
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

校長 小柳 裕司  

 静まりかけた新型コロナウイルス感染症が、今また猛威を振るい、過去を上回る拡大状況となってい

ます。当校も例外ではなく、感染または濃厚接触者として療養・自宅待機を余儀なくされている児童や

ご家庭があります。早く回復され、通常の生活に戻られますことを心より願っております。 
 
 さて、令和４年度の 1学期前半が、本日で終了となります。本年度も、

感染防止策をとりながら様々な取組を進めてきました。７月に入るころ

まではやや落ち着いていた感じもあり、学習や行事などに課せられてい

た制限も多少緩和されていきました。水泳の学習もその一つで、どの学

年も昨年度より若干多い時数の水泳学習ができました。また、２年生と

４年生は、着衣水泳の学習にダッシュスイミングスクールのコーチにお

いでいただき、専門的な指導を受けることができました。 

 本物に触れたり体験したりすることにより、学習効果が何倍にもなり

ます。５年生社会科で稲作について学習します。５月の初めに田植え体

験をすることができました。新潟は日本一の米どころですので、たとえ

子どもでも米づくりの大体の方法や田植えから稲刈りまでの風景は認

識していることと思います。しかし、普段見慣れているはずの田んぼに

初めて素足で入った時は、想像以上のヌルっとした感触があり誰も忘れ

ることのできない経験になります。 

 貴重な体験や思いをもとに、自らの興味・関心によってさらに学習が広がっていくことが理想です。

しかし、残念ですがこれらの体験も、どちらかといえば「やらされている…」「〇〇しなさい！」と強

制されていることが多いのが現実です。 
 
 学校は、学習指導要領に定められた学習内容を学ばせるところです。決して、子どもたちが好きなよ

うに学習内容を決めているのではありません。そして、教員の指示のほとんどが「〇〇しなさい！」か

もしれません。「教室に入りなさい」「席に着きなさい」「教科書・ノートを出しなさい」「３回ずつ

練習しなさい」・・・もしかすると、学校は子どもたちの素朴な感覚、自由な発想や表現、自分らしく

成長しようとする自立の芽を摘んでいたかもしれません。 

 私たち大人は、子どもたちに対してせっかちになりがちです。失敗はかわいそうだから、うまくいく

方法を「〇〇しなさい」と与えてしまうのです。「〇〇しなさい！」と言われ続けていると、いつの間

にか指示待ちっ子になり、自分から進んで行動できにくい子になってしまいます。ご家庭では、どのよ

うに子どもたちに接していますか？ 
 
 夏休みを目前にして、子どもたちには、「『さい』が多い夏休みより、『ぞう』が多い夏休みの方が

素敵になるはずです。」と話しました。「早く起きるぞう！」「勉強するぞう！」「お手伝いするぞう！」

「友だちと仲良くするぞう！」・・・自分で判断して行動しなければならないことが多い夏休みですか

ら、これをよい機会ととらえ、子どもの自立心が育ってくれるといいなと思います。ご家庭でも、子ど

もへの投げかけの言葉を振り返り、必要に応じて少し工夫をしてみてはいか

がでしょうか。子どもが自立しようとしているとき、大いに認め伸ばしてあ

げていただけたらと思います。 
 
 １学期前半、ご家庭や地域の皆様には学校の方針や活動にご理解とご支援

をいただき、ありがとうございました。夏休み後もよろしくお願いします。 

 

                                                                              
 

  
                                                             

 

【教育目標】心豊かに 学び合う 
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本年度４月より、しおかぜ３組の担任として勤

務していた小竹美良乃先生が、７月末をもって任

期満了に伴う異動となります。大変お世話になり

ました。 

なお、育児休業を取得していた角田友香里先生

が８月より復帰し、しおかぜ３組の担任となりま

す。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 ７月１４日（木）に、｢西内野小学校区交通安

全推進協議会｣の総会が開催されました。内野

平和台自治会長の江口実様を会長に、各自治会

長、民生委員・児童委員、スクールガードリー

ダー、セーフティスタッフなど、３０名を超え

る役員の方々からなる協議会です。 

 本年度の事業計画を確認したほか、理事の方

々には通学路での子どもたちの登下校などの

様子をうかがいました。特に下校時には学校が

終わった開放感からか道路いっぱいに広がっ

て歩いていて、自動車に接触しそうなことがあ

ることや自転車でスピードを出しすぎていた

り横に並んで走行したりしているなど、狭い道路で危険な乗り方をしている場面を見かけることがある

との情報も寄せられました。また、この後夏休みを迎えることから、スケートボードやキックボードな

どでの道路・歩道の走行の仕方について、特に注意してほしいとの指摘もありました。 
 
 数年前に、交通事故でかけがえのない命を落とす事故があったことから、７月８日を「西小交通安全

の日」と定め、歩行中・自転車走行中に絶対に飛び出しをしないこと、危険な自転車乗りをしないこと

などを全校放送で確認し、指導しています。夏休み中、痛ましい交通事故がないよう、ご家庭でもくれ

ぐれも交通ルールの順守と安全な道路歩行・通行のマナーについてご確認とお声掛けをお願いします。 

 

 

 
 

 教育目標・学校教育ビジョンの具現化を目指して、日々、学校教職員一体となってよりよい教育活動

を進めてきたところです。中間の達成状況を把握・確認するために、子どもたちや保護者の皆様から当

校の教育についてのアンケートを実施しています。この度、大勢の保護者の皆様からＧｏｏｇｌｅ フォームを

活用して多くのご意見をいただくことができました。 

 記述のご意見で、最も多かった（28件／92）のが、青空班遠足についてでした。前週雨天による延期

の後、一転して猛暑の中実施したわけですが、皆様のご指摘の通り普段以上の熱中症への警戒をすべき

だったと反省しています。活動の目的、時期、内容、体制等、今後十分に検討を重ね、次年度の計画立

案につなげてまいります。 

 この行事に関して、延期したにも

かかわらず、多くの見守りボランテ

ィアの方々には、子どもたちの安全

な活動を支えていただきました。心

より感謝しております。ありがとう

ございました。 

しおかぜ３組 小竹 美良乃 先生 ８月より坂井輪小学校へ  

 素敵な西っ子の皆さんは、毎日、私に明るい挨拶をしてく

れたり、｢しおかぜの先生だ！｣と声をかけてくれたりしまし

た。そんな皆さんの笑顔を見るたびに元気をもらっていまし

た。４か月という短い間でしたが、皆さんと過 

ごした西内野での思い出は最高の宝物です。少 

し早いお別れはさみしいですが、またどこかで 

成長した皆さんとお会いできることを楽しみに 

しています。今までありがとうございました。 


